
設立趣意書 

 

●京都工芸繊維大学創造連携センター（旧 地域共同研究センター）は平成２年に設置され、

平成５年には大学キャンパス内にセンター建物が竣工しました。同センターの目的は、民間

企業と大学の交流を活発に行い、大学が社会に貢献し、また地域に不可欠な存在となるため

に必要な事業の一端を担うことにあります。 

 

●同センターは設置以来、民間との共同研究の促進、民間からの科学技術相談の実施、高度

技術研修による民間技術者への技術指導、シンポジウムや講演会を通しての科学技術情報

の公開などの諸事業を積極的に展開し、産官学協力体制の促進、特に地域産業界の技術者の

育成と科学技術開発の支援に多大の成果を挙げてきました。 

 

●わが国の科学技術振興の中心をなす大学の学術研究に対する産業界の期待と要請はます

ます拡大しています。特に、昨今の科学技術の高度化・複合化は著しく、産業界と大学の協

力によって初めて解決に至るような課題が増大しているのが現実です。大学が学術研究に

おける本来の使命と特色を踏まえつつ社会の期待と要請に応え、その研究成果と研究機能

を民間企業の技術力と開発力の向上のために活用することは、大学の社会への貢献という

使命に照らしては当然のこと、大学における教育研究を活性化する点からも非常に有意義

なことと考えられます。以上の観点から、京都工芸繊維大学創造連携センターによる諸事業

がますます充実し、民間企業と京都工芸繊維大学の交流が強化されることは産業界にとっ

て真に喜ばしいことであります。 

 

●これらの事業の遂行には多大の経費を必要としますが、今般の国の厳しい財政事情を考

えるとき、国に新たな経費を求めることは困難と言わざるを得ません。そこで今回、地域産

業界を始めとする民間企業が京都工芸繊維大学創造連携センターの財政の一部を支援し、

同センターと協力して産学交流の一層の促進を図ることが必要であるとの結論に至り、『京

都工芸繊維大学創造連携センター産学連携協力会』を設立することになりました。同センタ

ーにおいては、本協力会の設立を機に産業界との連携を一層強め、特色ある学術研究・科学

技術を通して各民間企業の個性豊かな発展に寄与されることを期待する次第です。 

 

●また産業界の各社におかれましては、本趣意書に賛同されまして、京都工芸繊維大学との

交流を通して技術力と開発力の伸展を図られることを強く期待するものです。どうか御検

討頂き、是非とも『京都工芸繊維大学創造連携センター産学連携協力会』に御加入賜りたく

お願い申しあげます。  
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